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砺
波

浄
蓮
寺
の
本
造
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）
坐
像

尾

田

は
じ
め
に

砺
波
市
の
教
育
委
員
会
で
は
平
成
二
八
年
よ
り
、
杉
崎
貴
英
氏

（帝

塚
山
大
学
准
教
授
）
の
指
導
の
下
に
市
内
の
仏
像
等
の
調
査
を
行

っ
て

い
る
。
市
指
定
文
化
財
を
主
と
し
て
、
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
を
リ
ス
ト

化
し
、
指
定
文
化
財
の
仏
像
九
体
、
未
指
定

一
九
体
、
他
に
狛
犬
等
が

調
査
対
象
に
な

っ
た
。

砺
波
市
芹
谷
段
丘
上
に
あ
る
増
山
に
浄
土
宗
汗
蓮
寺
が
あ
る
。
当

市

で
は
珍
し

い
江
戸
初
期

の
浄
十
宗
寺
院

で
あ
り
、
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
に
開
撃
さ
れ
た
芹
谷
野
用
水
が
当
寺
前
に
あ
る
。
「貞

享
二
年
寺
社
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
浄
蓮
社

清
誉
上
人
間
基
と
あ
り
、
「寺
院
明
細
帳
　
東
砺
波
郡
」
曾
田
山
県
立
図

書
館
蔵
）
に
は
元
浄
蓮
社
と
い
い
、
明
治
十
九
年
に
浄
蓮
寺
に
改
称
許

可
と
あ
る
。
な
お
、
南
砺
市
井
波
に
も
浄
蓮
社
が
あ
り
、
寛
永
十
八
年

（
一
六
四

一
）
の
開
基
で
、増
山
の
浄
蓮
社
を
移
し
て
堂
舎
と
し
た
と
あ
る
。

平
成
二
〇
年
二
月
二
Ｈ
の
第
二
回
調
査
で
、
杉
崎
氏
の
他
、
筆
者
や

砺
波
市
教
育
委
員
会
野
原
大
輔
学
芸
員
等
が
浄
蓮
寺

の
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
浄
連
寺
に
は
、
天
照
皇
大
神
の
本
地
仏
と
し
て
、
こ
の
地
方

に
多
く
あ
る
神
明
社
の
御
神
体
で
あ
る
雨
宝
童
子
が
あ
り
、
庫
一装
玄
関

の
棚
１１
の
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
芹
谷
川
水
の
開
削
に

よ
っ
て
で
き
た
新
村
の
神
明
社
に
安
置
さ
れ
た
ご
神
像
と
推
察
さ
れ
、

寛
文
年
間
以
降
の
造
像
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
本
調
査
で
当
寺
の
本
堂
須
弥
壇
に
浄
土
宗
寺
院
に
は
珍
し

い
木
造
Ｉ
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い

る
の
を
発
見
し
た
。
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
吉
薩
）
坐
像
は
、

石
仏
と
し
て
宙
山
県
東
部
、
特
に
立
山
町
、
富
山
市
旧
大
山
町
周
辺
に

多
く
見
ら
れ
る
が
、
木
像
の
存
在
は
多
く
は
無
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
県
西
部
で
の
発
見
は
珍
し
く
こ
こ
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

一
　

五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
書
薩
）
坐
像

真
宗
門
徒
に
は
馴
染
み
深
い

「正
信
偽
」
の
冒
頭
に

「帰
命
無
量
寿

如
来
　
南
無
不
可
思
議
光
　
法
蔵
菩
薩
囚
位
時
」
と
あ
り
民
衆
に
は
親

し
ま
れ
て
い
る
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

法
蔵
菩
薩
は

「あ
る
国
工
が
国
と
Ｉ
位
を
捨
て
て
沙
円
と
な
り
、
法

蔵
比
丘

（菩
薩
）
と
号
し
て
、
世
白
在
■
仏
の
も
と
で
諸
仏
の
浄
十
の

囚
を
観
見
し
、
五
劫
の
あ
い
だ
、
思
惟
し
て
四
十
八
願
を
選
び
取
り
、

兆
載
永
劫
に
わ
た
る
修
行
の
結
果
、
十
劫
の
古
え
に
無
世
仏
と
な
り
、

現
に
西
方
の
安
楽
世
界
に
在
し
ま
す
と
説
く
」
と
税
か
れ
て
あ
り
、
阿

弥
陀
如
来
の
修
行
さ
れ
て
い
る
姿
が
法
蔵
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
．
即
ち

阿
弥
陀
如
来
が
法
蔵
菩
薩
の
と
き
、
浄
土
の
建
立
と

、
切
衆
生
の
救
済

を
願
う
大
願
を
、
五
劫
に
わ
た
っ
て
思
惟
を
こ
ら
し
修
行
し
た
と
さ
れ

た
お
姿
が
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）
坐
像
で
あ
る
。
像
容

武

【図1】五劫思惟阿弥陀如来(法蔵菩薩)坐像正面

【図2】五劫思惟阿弥陀如来(法蔵菩薩)側面
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【図3】五劫思惟阿弥陀如来(法蔵菩薩)坐像背面



は
余
良
五
劫
院
や
京
都
人
蓮
寺
の
よ
う
な
結
珈
欧
坐
し
螺
髪
を
大
き
く

湛
え
て
い
る
姿
が

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
長
い
間
の
思
惟
で
髪
が

伸
び
た
と
さ
れ
、
肉
付
き
は
良
く
、
幼
子
の
よ
う
な
肥
満
な
体
躯
で
あ

る
。
石
仏
で
は
京
都
金
戒
光
明
寺

（浄
土
宗
）
や
知
恩
寺

（浄
上
宗
）

墓
地
に
見
ら
れ
る
ｃ

二
　
澤
蓮
寺
の
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
（法
蔵
書
薩
）
坐
像

と
こ
ろ
が
浄
蓮
寺
に
安
置
さ
れ
る
お
像
は
、　
一
見
し
て
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
姿
態
で
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
苫
行
釈
迦
像
の
よ
う
に
頬
は
こ
け
、
下

腹
部
が
へ
こ
み
あ
ば
ら
骨
が
く
い
こ
み
、
や
せ
細
り
い
か
に
も
憔
悴
し

た
苦
行
の
痩
せ
仏
で
あ
る
。
総
高
四
七
ｉ
一セ
ン
チ
で
頭
に
は
螺
髪
、

肉
醤
が
あ
り
如
来
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
坐
像
で
左
足
を
立
て
、

そ
の
立
膝
に
や
せ
細
っ
た
右
手
を
添
え
方
手
を
そ
の
上
に
置
き
、
あ
ば

ら
骨
が
く
っ
き
り
見
え
、
腰
に
金
色
の
裳
を
巻
き
、
首
を
や
や
左
に
傾

け
思
惟
の
お
姿
で
あ
る
。像
の
側
面
も
あ
ば
ら
骨
が
く
っ
き
り
と
見
え
，

背
面
は
痛
々
し
い
ほ
ど
背
骨
が
浮
き
出
て
い
る
。
富
山
市
南
部
の
個
人

宅
に
保
管
さ
れ
る
木
造
の
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
》

坐

像
は
、
台
座
下
部
に
台
車
が
付
け
ら
れ
、
背
面
も
拝
見
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
像
も
同
様
に
丁
寧
な
作
り
で
あ
る
。
た
だ
残
念
に

も
、
当
日
立
会
い
さ
れ
た
檀
家
代
表
と
さ
れ
る
隣
家
の
方
は
、
須
弥
壇

■
の
釈
迦
如
来
坐
像
の
前
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
本
像
の
存

在
は
意
識
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
石
仏
は
庶
民
の
営
為
に
よ
る
も
の
で
、

本
像
が
モ
デ
ル
に
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

井
■
見
淳
氏
は
、
肥
後
で
五
劫
思
性
の
法
蔵
書
薩
が
肥
満
で
あ
る
か
、

憔
悴
で
あ
る
妙
つ
論
争
が
江
戸
時
代
末
期
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
論

究
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、
肥
後
に
お
い
て

「
三
明
星
」
と
い
わ

れ
た
二
人
の
学
匠
が
い
た
。
能
令
速
満
師

（
＾
八

．
三
―
八
六
）
と
鬼

木
沃
州
師

（
一
八

．
七
―
八
四
）
で
あ
り
、
三
―――――
は
同
円
で
あ
り
後
年

と
も
に
勧
学
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
人
に
よ
る
五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩
の
身
形
が
肥
満
か
憔
悴
か

と
の
論
争
が
あ

っ
た
。
発
端
は
文
久
二
年

（
一
八
六
一
）^
限
庄
雲
晴
寺

の
法
座
で
沃
州
師
の
説
教
に
あ
る
。
下
関
の
某
寺
よ
り
伝
わ

っ
た
憔
悴

の
仏
像
を
五
劫
思
惟
の
法
蔵
普
薩
と
し
て
仰
ぎ
、
講
会
の
本
尊
と
し
て

い
た
。
そ
の
五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩
は
肥
後
の
地
で
は
僻
俗
と
も
に
広

く
認
知
さ
れ
、
法
蔵
普
薩
は
五
劫
思
惟
を
経
て
憔
悴
し
た
と
す
る
理
解

が
深
く
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
沃
州
師
は
席
Ｌ
で
、
突
如
五
劫

思
惟
の
憔
悴
義
を
宗
義
に
根
拠
の
な
い
憶
測
で
あ
る
と
し
五
劫
思
惟
尊

形
肥
満
説
を
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
林
に
も
問

い
合
わ
せ
が
行
く

騒
動
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
論
争
に
、
翌
年
文
久
三
年

（
一
人
六
三
）
龍
華
学
派
の
碩
学
遠
藤
玄
雄
師
が
介
人
す
る
。
師
は
文

久
二
年

の
前
年
に
年
預
勧
学
を
務
め
て
い
る
の
で
学
林
か
ら
の
ア
ク

シ
ョ
ン
で
、
沃
州
師
は
憔
悴
像
の
支
持
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
は
環
中
以
来

「肥
後
轍
」
と
い
わ
れ
真
宗
の
盛
ん
な
風
Ｌ
で
あ

る
。
憔
悴
説
を
主
張
し
た
能
令
速
満
は
明
治

一
七
年
勧
学
に
職
に
補
さ

〓
一　
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
書
薩
）
坐
像
の

広
が
り
と
意
図

こ
の
や
せ
仏
の
憔
悴
像
し
た
五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩
（阿
弥
陀
如
来
）

の
石
仏
は
富
山
市
東
南
部
の
旧
大
山
町
周
辺
に
多
く
十
体
が
あ
る
。
他

の
サ
山
町
に
四
体
、
旧
富
山
市
内
二
体
、
旧
婦
中
町
二
体
、
旧
山
田
村

一
体
、
上
市
町
に
一
体
が
あ
り
、
家
や
寺
院
の
内
仏
と
し
て
木
像
が
旧

大
沢
野
町
に
二
体
、
黒
部
市
に

一
体
あ
る
の
旧
山
田
村
柳
川
に
は
台
座

に

「法
蔵
菩
薩
尊
像
」
、
旧
婦
中
町
に

「賓

（法
）
蔵
菩
薩
」
、
富
山
市

浜
黒
崎
平
榎
に
は

「五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
肖
像
」
と
銘
が
入
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
香
川
県
香
川
郡
塩
江
町
焼
堂
の
や
せ
仏
安
置
堂
前
の
標

柱
に

「五
劫
思
惟
阿
弥
陀
」
と
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

富
山
市
上
滝
の
大
川
寺
公
園
国
の
大
き
い
お
堂
の
中
に
、
二
棟
の
祠
　
　
一

が
あ
る
。
向
か
っ
て
右
側
に
は
浮
き
彫
り
の
地
蔵
立
像
が
二
体
安
置
さ

れ
、
向
か
っ
て
左
側
に
や
せ
仏
の
法
蔵
菩
薩
が
あ
る
。
全
身
が
金
で
、

衣
文
は
黒
、
光
背
の
中
は
青
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
右
足
を
サ
て
、
そ

こ
に
両
手
を
置
き
、
そ
の
上
に
頭
を
置
く
姿
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
さ

六
七
セ
ン
チ
、
幅
三
〇
セ
ン
チ
の
や
や
大
ぶ
り
の
石
仏
で
あ
る
。

管
見
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
像
が
全
国
に
六
二
体
確
認
し
て
い
る
。

石
仏
で
は
二
二
体
の
富
山
県
が
飛
び
ぬ
け
て
多
く
、
木
造
も
富
山
県
の

五
体
に
次
い
で
広
島
県
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
愛
知
県
碧
南
市
に
も

あ
る
。
ま
た
真
宗
の
篤
信
者
の
多
い
、
北
陸
、
薩
摩
、
三
河
門
徒
の
愛

知
等
に
見
受
け
ら
れ
る
。
憔
悴
像
は
真
宗
地
帯
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

れ
、
暫
時
本
山
大
教
校
教
授
に
任
じ
た
が
、
多
く
は
郷
里
に
在

っ
て
私

塾
龍
川
閣
を
開
設
し
て
学
生
を
教
育
し
、
門
人
も
三
百
余
人
に
及
ん
だ

と
い
う
。
天
性
学
を
好
み
会
読
に
長
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
憔
悴
し
た

像
を
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
苫
薩
）
坐
像
に
つ
い
て
も
、
そ
の

門
人
ら
に
よ

っ
て
語
り
継
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
私
塾
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
全
国
に
広
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

旧
山
田
村
柳
川

（現
富
山
市
）
の
石
仏
は
、
路
傍
の
石
祠
の
中
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。
「
（前
略
）
こ
れ
は
次
の
願
い
が
込
め
弓
れ
て
い
る
。

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
悪
人
は
い
な
い
。
し
か
し
実
際
こ
の
世

に
中
に
は
心
の
迷
い
か
ら
五
逆

（五

つ
の
最
も
重
い
罪
悪
）
を
な
す
も

の
が
絶
え
な
い
。
悪
の
な
い
明
る
く
住
み
良
い
世
の
中
を
作
る
に
は
先

ず
悪
人
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悪
党
た
ち
の
心
を
い
か
に
し
て

善
の
方
向
に
向
け
る
か
、
世
の
す
べ
て
の
人
々
を
救
う
た
め
に
も
い
つ

ま
で
も
こ
の
こ
と
を
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
亀
円
翁
の
こ
の

思
い
を
世
人
に
親
し
み
や
す
い
菩
薩
に
託
し
た
も
の
で
、
頬
に
手
を
添

え
て
考
え
に
ふ
け
る
そ
の
姿
に
は
そ
の
思
い
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
冬

取
り
付
け
ら
れ
る
板
の
雪
垣
に
は
墨
で

『
五
劫
思
惟
の
本
願
は
？
偏
え

に
私

一
人
の
為
ま
た
書
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
菩
薩
の
性
格
を
表
現
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

『歎
異
抄
』
第
十
八
条
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。

な
お
関
山
和
夫
氏
は
、
「節
談
説
教
の
芸
能
性
」

の
文
中
で
丹
羽
文

雄
氏
の
小
説

『青
麦
』
の
中
か
ら

「上
手
な
説
教
師
は
自
由
自
在
に
善

男
善
女
の
感
情
、
心
理
を
あ
や
つ
る
こ
と
が
で
き
た
。
質
問
さ
れ
る
こ
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と
は
な
か

っ
た
。
『
聖
人

つ
ね
の
仰
せ
に
は
、
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願

を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞

一
人
が
た
め
な
り
』
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
、
唯

一
の
泣
か
せ
ど
こ
ろ
の
よ
う
に
、
浪
曲
か
お
ま
け
の

節
ま
わ
し
で
う
な
っ
た
。
さ
ん
ざ
ん
翻
弄
さ
れ
、
い
い
気
持
ち
に
さ
せ

ら
れ
た
参
請
者
は
、
ひ
と
り
の
こ
ら
ず
仏
に
た
す
け
ら
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
五
劫
思
惟

の
弥
陀
に
対
し
、
庶
民
は
感
謝
報
恩
の
心
情
を
強
く
抱
い
て
い
た
の
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
書
薩
》

坐
像
、

い
わ
ゆ
る
や
せ
仏
は
庶
民
の
真
宗
門
徒
の
中
に
培
養
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
。

四
　
真
宗
と
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
の
関
わ
り

阿
弥
陀
如
来
像
の
名
品
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
基
本
文

献
で
あ
る
奈
良
国
立
博
物
館
編

『
阿
弥
陀
佛
彫
像
』
（東
京
美
術
、

一
九
七
五
年
）
で
執
筆
者
の
光
森
正
十
氏
は

「五
劫
思
惟
阿
弥
陀
像
」

に
つ
い
て
、
「五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
像
は
、
ま
る
で
笠
を
か
ぶ
っ
た
よ

う
な
長
大
な
螺
髪
を
も
つ
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
（略
）
髪
が
長
人
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
五
劫
と
い
う
長
い
間
、
思
惟
二
味
に
ふ
け
り
、
理

髪
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
か
か
る
姿
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

（略
）
な
お
、
五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
像
と
称
す
る
も
の
の
中
で
、
身
に

は
腰
部
に
小
さ
な
裂

（裾
）
を
纏
う
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
裸
形
と
し
、

非
常
に
痩
せ
細
っ
た
体
躯
を
も
ち
、
片
膝
を
立
て
、
両
手
で
こ
れ
を
抱

て
し
ま

っ
た
ぃ
た
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）
坐
像
の
存
在
も
、

ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
、
調
査
し
た
の
は
真
宗
地
帯
に
あ
る
浄
Ｌ
宗
キ
院
の
浄
蓮
寺
で
、

彩
色
さ
れ
た
木
像
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
寺
院
に
あ
る
の
か
山
来
も
伝
承

も
な
く
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
五
劫
思
惟

阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）
坐
像
は
、
県
束
部
の
浄
ｌｌ
真
宗
本
願
寺
派

寺
院
系
の
強
い
と
こ
ろ
に
多
々
見
受
け
ら
れ
、
県
西
部
の
真
宗
人
谷
派

の
寺
院
多

い
地
域
に
は
石
仏
や
木
仏
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
発
見
は
意
義
深
い
。
こ
れ
を
機
に
報
告
す
る
事
に
よ
り
全
県

的
に
調
査
が
広
が
る
こ
と
を
希
求
し
て
い
る
。
真
宗
寺
院
の
み
な
ら
ず
、

各
寺
院
や
家
庭
の
仏
壇
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

を
も
提
示
し
た
い
。
汗
蓮
寺
の
よ
う
に
佃
然
に
発
見
で
き
る
場
舎
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
や
せ
仏
の
、
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）

坐
像

へ
の
信
仰
の
発
掘
に
よ
り
、
近
世
か
ら
近
代
の
庶
民
の
真
宗
の
浸

透
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
、
切
に
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

【註
】

（
ｌ
Ｔ
宝
池
山
浄
蓮
寺
Ｌ
砺
波
市
史
資
料
編
４
民
俗
。社
寺
Ｌ

一
九
九
四

年
二
月
）
。
井
波

の
浄
蓮
寺
に
関
し
て
は
、
こ
の
年
代
と
の
整
合

性
に
問
題
を
残
す
史
料
が
存
し
、
課
題
を
残
す

（杉
崎
貴
英

「井

え
込
み
、
頭
を
前
に
う
な
だ
れ
て
坐
す
像
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
実

は
苦
行
釈
迦
の
像
で
、
五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
像
で
は
な
い
」
と
し
て
い

る
が
、
「憔
悴
像
は
お
そ
ら
く
真
宗
の
系
統
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
独
自

の
造
形
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
井
上
見
淳
氏
の
推
察
に

納
得
で
き
る
。

真
宗
は
弥
陀

一
仏
で
、
民
間
信
仰
や
■
着
の
庶
民
信
仰
が
真
宗
の
教

え
に
消
さ
れ
、
薄
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
事
実
そ
の

一
面

を
充
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
県
全
体
の
各
種
石
仏
の
多
さ

か
ら
、
多
様
な
民
間
信
仰
が
庶
民
の
心
の
奥
底
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る

こ
と
を
、
石
仏
調
査
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来

（法
蔵
菩
薩
）
坐
像
の
う
ち
、
紀
年

銘
の
あ
る
も
の
は

一
六
体
中
に

一
一
体
あ
る
。
最
も
古
い
の
が
宙
山
市

岡
田
の

「明
治
三
十
八
年
」
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
の
が
立
山
町
千
垣
一

の

「昭
和
五
十
三
年
」
で
あ
る
。
紀
年
名
の
あ
る
も
の
は
、
七
〓
年^
間

に
造
サ
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
年
次
を
見
る
と
明
治
後
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
の
短
期
間
に
よ
る
造
立
で
あ
る
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
期
の
東
西
本
願
寺
末
に
は
多
く
の
優
れ
た

学
僧
を
輩
出
し
、
地
方
の
教
化
が
進
ん
だ
。
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
は
、
い
よ
い
よ
庶
民
に
真
宗
が
浸
透
し
た
。
県
東
部
の
旧
大
山
町
周

辺
で
は
法
蔵
菩
薩
が
盛
ん
に
造
立
さ
れ
た
の
は
、
庶
民
の
氾
し
さ
と
真

宗
に
根
ざ
し
た
信
仰
の
証
で
も
あ
る
。
そ
の
象
徴
が
こ
の
石
仏
た
ち
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
信
仰
は
、
学
塾
の
衰
退
や
節
談

説
法
の
禁
止
な
ど
、
明
治
の
真
宗
教
学
の
近
代
化
の
陰
で
薄
れ
て
い
っ

波

・
浄
蓮
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
つ
い
て
」
沢
昌
山
史
壇
』

一
七
八
、
一
一〇

一
五
年

一
二
月
）。

（２
）
真
宗
新
辞
典
編
纂
会
編

『真
宗
新
辞
典
』
（法
蔵
館
、　
一
九
八
二

年
九
月
）。

（３
）杉
崎
氏
の
ほ
か
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
家
青
原
さ
と
し
教

信
坊
住
職
、
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
本
田
不
二
雄
氏
、
北

陸
石
仏
の
会
長
平
井

一
雄
氏
等
に
教
示
を
得
る
。

（４
）井
上
見
淳

「『五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
如
来
』
肥
満

・
憔
悴
論
―
玄
雄

師
の
論
を
手
が
か
り
に
し
て
」
亀
龍
谷
教
学
』
四
四
、
一
一〇
〇
四

年
二
月
）の

（５
）井
上
哲
雄
『真
宗
本
派
　
学
僧
逸
伝
』
（永
田
文
昌
堂
、　
一
九
七
九

年
九
月
）。

（６
）
山
田
村
教
育
委
員
会
編

『復
刻
山
田
村
郷
土
史
』
２

九
九
、二
年

二
月
）。

（７
）関
山
和
夫
『庶
民
文
化
と
仏
教
員
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
八
月
）。

（８
）註
（４
）前
掲
論
文
。

法
量

（
ｍ
）

総高 47.3

像高

台座の幅 35.8

台座の高さ 28 5

台座の奥行き 23.6

本体の幅

本体の奥行き

光背を付けた総高
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